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9 月 の 税 務 と 労 務9月 （長月）SEPTEMBER
15日・敬老の日
23日・秋分の日 国　税／�8月分源泉所得税の納付� �

� 9月10日
国　税／�7月決算法人の確定申告（法

人税・消費税等）� 9月30日
国　税／�1月決算法人の中間申告� �

� 9月30日

国　税／�10月、1月、4月決算法人
の消費税等の中間申告（年
3回の場合）� 9月30日

　宿泊税は東京都や大阪府、福岡県、京都市、金沢市など複数の
自治体で導入されています。今年に入ってからは常滑市や熱海市
などで新設され、札幌市や仙台市、松江市などでも今後導入され
る予定となっています。また、税額については大阪府では今月か
ら引上げ、京都市では来年3月を目途に引き上げられる予定です。
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株
式
の
権
利
関
係
を
確
認

　

株
主
名
簿
を
入
手
し
、
現
在
の
株

主
構
成
と
、
そ
の
株
主
が
適
法
な
株

式
を
取
得
し
て
い
る
か
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
設
立
か
ら
現

在
の
株
主
の
構
成
も
把
握
し
、
株
式

移
動
の
経
緯
を
追
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
は
、
株
式
の
譲
渡
は
譲

渡
制
限
会
社
で
あ
る
た
め
、
取
締
役

会
ま
た
は
株
主
総
会
の
承
認
が
必
要

で
議
事
録
が
本
来
は
必
ず
作
成
さ
れ

て
い
る
は
ず
で
す
。
会
社
法
で
は
、

会
社
が
決
定
し
た
事
項
に
つ
い
て
は

同
じ
く
取
締
役
会
や
株
主
総
会
で
の

承
認
が
求
め
ら
れ
、
議
事
録
が
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
定
款
の
変
更
、
増

資
や
減
資
、
役
員
の
選
任
や
解
任
、

計
算
書
類
の
承
認
等
き
ち
ん
と
議
事

録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

定
　
款

　

定
款
は
会
社
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

を
定
め
た
も
の
で
す
。
現
在
の
定
款

と
会
社
設
立
時
の
原
始
定
款
を
入
手

し
ま
し
ょ
う
。

　

定
款
に
は
決
算
期
や
役
員
の
任
期

も
定
め
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
会
社

の
憲
法
で
す
。
役
員
の
任
期
が
到
来

を
創
出
す
る
手
段
に
も
な
り
得
ま

す
。
今
す
ぐ
に
売
る
こ
と
は
な
く
て

も
、
M
&
A
に
よ
っ
て
売
れ
る
企
業

に
な
る
よ
う
今
か
ら
見
直
し
て
、
磨

き
上
げ
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

財
務
諸
表
の
見
直
し

　

中
小
企
業
は
、
経
営
者
の
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
経
営
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
内
部
統
制
が
構
築
さ

れ
て
い
な
い
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
中
小
企
業
の
場
合
、
経
営
者

一
族
が
株
式
を
１
０
０
％
保
有
し
て

お
り
、
業
績
を
報
告
す
る
株
主
が
家

族
の
み
と
い
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
対
外
的
な
業
績
報
告
と
い

う
財
務
会
計
的
視
点
よ
り
、
税
法
に

従
っ
た
税
務
会
計
的
な
視
点
が
優
先

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
た
と
え
ば

法
人
の
減
価
償
却
は
、
財
務
会
計
で

は
毎
年
継
続
し
て
適
切
に
減
価
償
却

す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
税

法
上
は
減
価
償
却
を
任
意
で
行
っ
て

も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
税

務
会
計
的
な
視
点
を
優
先
し
て
任
意

で
行
う
と
、
金
融
機
関
か
ら
の
評
価

が
下
が
り
融
資
を
受
け
に
く
く
な
る

こ
と
も
あ
り
、
経
営
全
体
と
し
て
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。

　

M
&
A
は
大
企
業
だ
け
で
な
く

近
年
、
中
小
企
業
で
も
増
え
て
い
ま

す
。
高
齢
化
が
進
む
中
小
企
業
の
経

営
者
が
同
族
内
の
事
業
承
継
が
難
し

い
ケ
ー
ス
が
増
え
、
会
社
を
売
却
す

る
こ
と
は
一
つ
の
重
要
な
選
択
肢
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

M
&
A
を
検
討
す
る
際
の
主
な

目
的
は
事
業
承
継
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
売
り
手
企
業
は
M
&
A
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
資
金
調

達
や
事
業
再
編
を
通
じ
て
経
営
の
効

率
化
を
図
り
企
業
全
体
の
競
争
力
を

高
め
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

し
た
ら
役
員
の
変
更
登
記
が
必
要
と

な
り
、
失
念
す
る
と
会
社
法
違
反
と

な
り
ま
す
。
定
款
と
履
歴
事
項
全
部

証
明
が
一
致
し
て
い
る
か
、
も
し
違

え
ば
速
や
か
に
役
員
の
変
更
登
記
を

行
い
ま
す
。

組
織
を
文
書
化
し
て
お
く

　

買
い
手
企
業
は
組
織
図
を
重
視
し

ま
す
。
買
い
手
企
業
に
と
っ
て

M
&
A
は
優
秀
な
人
材
を
確
保
す

る
手
段
で
も
あ
り
ま
す
。
企
業
買
収

後
、
会
社
が
滞
る
こ
と
な
く
運
営
さ

れ
る
た
め
に
、
事
業
を
回
し
て
く
れ

る
キ
ー
マ
ン
は
誰
か
、
組
織
図
の
責

任
者
の
氏
名
、
部
署
別
の
人
員
構
成

表
、
配
席
図
も
あ
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

う
。
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
お
よ
び

退
職
者
を
含
む
社
員
名
簿
も
整
理
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
入
退
社
年
月
日
、
社
員

番
号
、
所
属
、
給
与
、
職
責
の
一
覧

を
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
社
内
規
則
は
任
意
に
作
成

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
会
社
の
内
部

統
制
の
仕
組
み
を
文
書
化
し
た
も
の

で
あ
り
、
企
業
オ
ー
ナ
ー
が
い
な
く

と
も
会
社
の
運
営
が
回
る
仕
組
み
が

あ
る
と
い
え
、
企
業
の
評
価
も
上
が

り
ま
す
。

売り手企業 売り手企業 
にするためににするために
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を
整
理
し
保
険
内
容
を
一
覧
に
し

ま
す
。
直
近
期
末
時
点
の
保
険
解

約
返
戻
金
相
当
額
が
ど
の
程
度
か

把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
デ
ュ

ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
で
は
解
約
返
戻

金
相
当
額
で
評
価
し
ま
す
。

④
　
借
入
債
務
：
金
融
機
関
と
の
金

銭
消
費
貸
借
契
約
、
返
済
予
定
表

で
借
り
入
れ
条
件
や
返
済
予
定
額

を
把
握
し
ま
す
。
担
保
設
定
や
経

営
者
の
債
務
保
証
な
ど
の
内
容
も

明
確
に
し
ま
す
。

⑤
　
投
資
目
的
の
不
動
産
や
有
価
証

券
等
：
事
業
活
動
に
直
接
貢
献
し

て
い
な
い
も
の
は
M
&
A
の
際
、

不
要
な
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
企

業
オ
ー
ナ
ー
が
買
い
取
る
な
ど
整

理
し
て
お
く
こ
と
が
有
用
で
す
。

事
業
計
画
の
策
定

　

企
業
価
値
を
評
価
す
る
手
法
の
一

つ
に
D
C
F
法
（D

iscounted Cash 
Flow

法
）が
あ
り
ま
す
。
D
C
F
法

は
、
将
来
の
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
を
算
定
し
現
在
価
値
に
割
り
引

く
こ
と
に
よ
り
企
業
価
値
を
算
出
し

ま
す
。
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

と
は
、
企
業
が
本
業
で
獲
得
し
た
現

金
収
支
で
あ
る
営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
か
ら
将
来
の
成
長
や
維
持
の
た

　

契
約
内
容
の
確
認
を
し
、
特
に
契

約
の
中
に
チ
ェ
ン
ジ
・
オ
ブ
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
条
項（
C
O
C
条
項
）が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
C
O
C
条
項
と
は
、
M
&
A

に
よ
る
経
営
権
の
変
更
に
伴
い
契
約

の
一
方
当
事
者
が
契
約
の
内
容
を
制

限
し
た
り
解
除
で
き
る
旨
を
定
め
た

条
項
で
す
。
C
O
C
条
項
は
敵
対
的

買
収
か
ら
企
業
を
守
る
手
段
と
し
て

機
能
し
ま
す
が
、
買
い
手
企
業
は
契

約
の
相
手
方
か
ら
事
前
に
同
意
を
得

る
必
要
が
あ
り
、
M
&
A
の
障
壁
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

資
産
・
負
債
の
確
認

①
　
不
動
産
管
理
：
登
記
事
項
証
明

書
を
取
り
寄
せ
不
動
産
の
所
有

権
、
担
保
権
の
設
定
の
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。
賃
貸
不
動
産
に
つ
い

て
は
賃
貸
契
約
の
内
容
を
確
認
し

ま
す
。

②
　
リ
ー
ス
契
約
書
：
残
債
額
を
一

覧
に
ま
と
め
て
お
き
ま
す
。
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
リ
ー
ス
は
解
約
不
能
な

た
め
潜
在
的
な
債
務
で
す
。

③
　
保
険
契
約
：
節
税
や
退
職
金
の

外
部
留
保
と
し
て
役
員
や
従
業
員

を
被
保
険
者
と
す
る
保
険
契
約
を

締
結
し
て
い
る
場
合
、
保
険
証
書

め
に
必
要
な
設
備
投
資
な
ど
の
投
資

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
差
し
引
い
た

残
り
の
現
金
を
指
し
ま
す
。
プ
ラ
ス

で
あ
れ
ば
余
剰
資
金
が
生
ま
れ
て
い

る
状
態
で
債
務
返
済
や
株
主
へ
の
配

当
、
追
加
投
資
な
ど
に
活
用
で
き
ま

す
。
反
対
に
マ
イ
ナ
ス
だ
と
営
業
活

動
に
よ
る
現
金
よ
り
設
備
投
資
な
ど

の
支
出
が
多
く
、
資
金
面
で
課
題
が

生
じ
て
い
る
た
め
、
今
後
の
資
金
計

画
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

将
来
の
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

は
将
来
の
利
益
計
画
か
ら
導
き
出
さ

れ
る
た
め
、
事
業
計
画
を
立
案
し
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
お
く
こ
と
は

売
り
手
企
業
の
価
値
を
高
め
る
の
に

役
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
正
常
収
益
力
を
知
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
企
業
オ
ー
ナ
ー
が
引

退
す
れ
ば
発
生
し
な
く
な
る
費
用
、

具
体
的
に
は
役
員
社
宅
の
家
賃
、
役

員
生
命
保
険
の
保
険
料
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
費
用
を
除
け
ば
会
社
の
正

常
収
益
力
が
わ
か
り
本
来
持
つ
稼
ぐ

力
が
導
き
出
せ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
会
社
の
事
業
そ
の
も
の

を
見
直
し
、
自
身
が
ど
の
よ
う
な
会

社
を
買
い
た
い
か
と
い
う
観
点
を
も

っ
て
企
業
価
値
向
上
に
繋
げ
ま
し
ょ

う
。

労
働
法
の
法
令
遵
守

　

従
業
員
が
常
時
10
名
以
上
の
会
社

は
就
業
規
則
の
作
成
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
労
働
条
件
通
知
書
が

き
ち
ん
と
従
業
員
に
交
付
さ
れ
て
い

る
か
、内
容
は
適
法
か
確
認
し
ま
す
。

　

残
業
代
の
未
払
い
は
デ
ュ
ー
デ
リ

ジ
ェ
ン
ス
（
企
業
の
内
容
調
査
、
評

価
）で
は
よ
く
問
題
に
さ
れ
る
た
め
、

出
退
勤
時
間
を
管
理
す
る
体
制
を
整

え
ま
し
ょ
う
。
も
し
未
払
い
の
残
業

代
が
あ
れ
ば
精
算
を
検
討
し
ま
し
ょ

う
。
未
払
賃
金
の
時
効
は
当
面
３
年

と
さ
れ
て
お
り
最
大
３
年
分
の
精
算

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
賞
与
や
退
職
金
の
支
給
実

績
も
併
せ
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
買
い
手
企
業
に
と
っ
て

は
、
将
来
の
退
職
金
の
支
払
い
は
潜

在
的
な
債
務
で
あ
り
簿
外
債
務
と
な

り
ま
す
。

契
約
書
の
確
認

　

契
約
書
原
本
は
す
べ
て
管
理
部
門

に
集
約
し
、
専
門
家
に
よ
る
デ
ュ
ー

デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
行
う
際
の
資
料
の

や
り
と
り
に
、
紙
の
保
管
だ
け
で
な

く
デ
ー
タ
化
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。



9 月号─4

　ROE（自己資本利益率）は当期純利益÷
自己資本でその割合を求めます。一般的に、
この数字が大きいほど市場で高く評価され
ます。ROEを高めるには、一つは分子の「当
期純利益を増やす」、つまり売上を伸ばす、
あるいはコストを減らすことです。もう一
つは分母の「自己資本を減らす」、つまり
自社株を買取る、株主に配当するなどです。
　「ROE8％以上」は日本企業の目標とされ
ており、限られたお金で多くの利益を生む
高燃費な会社として投資家に高く評価され
ます。なぜROE8％以上が高燃費な企業経
営とされるのでしょうか。
　ROEは株主の資本を用いてどれぐらい
リターンたる利益が上がったのかを計算し
ます。企業投資した際に期待する利回りが
ある、それが期待リターンです。企業側か
らすると株主から資本調達するための「株

主資本コスト」になります。
　ROEは期待リターンを上回らないと株
主価値が毀損します。たとえば、ROE8％
のリターンを求める投資家が100万円を企
業に出資し実際のROEが6％の場合、生
み出される利益は6万円となります。成長
せず永続すると期待リターンを上回らず6
万円/8％＝75万円となり株主の価値は
25％下落、株主は損失を被るわけです。
期待リターンが日本の場合6〜7％と推定
されており、それを上回る8％が投資家に
も意識されます。また、純利益6億円、自
己資本100億円の企業が、純利益を10億
円に増やせばROEは6％から10％に高ま
ります。翌年、純利益の10億円を企業が
貯め込むとその分自己資本に加算され、同
じ10億円利益が出たとしても自己資本は
110億円に膨らんでいるのでROEは10億
円÷110億円＝約9％と下がってしまいま
す。利益を拡大させ続けるだけでなく株主
への還元を積極的に行わなければ、ROE
を継続的に高めることになりません。

「ROE8％」以上の高燃費な 
企業経営とは

　近年、地球温暖化によって気温や海面の
水温が上がり水蒸気の量が増えて積乱雲が
できやすくなり、年間で発生する雷の数も
増えています。昨夏の関東地方では約10
万6000回の雷が観測されたというデータ
もあり、2025年も雷が多い年になると予
想されています。新常識をみてみましょう。
×�雷が光って音が鳴るまで時間があれば安
全⇒〇音が鳴ったらすぐに建物へ避難
×�家の軒下や車の近くで雨宿り⇒〇中に完
全に入って壁から離れたところにいる
×�電気を通さないゴム製の長靴やレイン
コートを着れば安全⇒〇全く効果なし
×�電気を通す金属アクセサリーをつけると
落雷しやすい⇒〇体から突起していなけ
れば関係なし
　最終手段として、電柱や木から4m以上
離れて、両足を揃え膝を折って姿勢を低く
し、つま先立ちをして両手で耳をふさぐ「雷
しゃがみ」で身を守りましょう。

雷の新常識　
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け
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空
け
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は
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１
９
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０
年
大
阪
万

博
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数
年
前
に
阪
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電
鉄
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呼
び
か

け
を
き
っ
か
け
に
「
当
た
り
前
」
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行
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
で
２
０
２
１
年
に
立
ち
止

ま
っ
て
乗
る
努
力
義
務
を
課
す
全
国

初
の
条
例
が
成
立
し
、
２
０
２
３
年

に
は
名
古
屋
市
も
続
き
鉄
道
各
社
も

立
ち
止
ま
っ
て
の
利
用
を
促
す
も
の

の
広
が
り
に
欠
き
ま
す
。
片
側
空
け

は
輸
送
力
を
半
減
さ
せ
る
非
効
率

性
、
転
倒
に
よ
る
事
故
の
リ
ス
ク
が

増
え
る
安
全
性
の
両
面
か
ら
多
く
の

問
題
を
抱
え
ま
す
。
設
備
本
来
の
機

能
を
活
か
す
た
め
に
も
、
正
し
い
利

用
方
法
の
理
解
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
大
阪
・
関

西
万
博
も
機
に
２
列
が
当
た
り
前
に

定
着
し
、
ゆ
と
り
あ
る
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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え
る
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